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性がもたらす映像メディアの見え方の違いを扱う。この中から《HACHIOJI Hole in Gap –the crossing of 
zebra times》と《reward》について詳説する。《HACHIOJI Hole in Gap》は八王子にある交盤点の出来事を































中でも本論文では、「round around the center of view」、「あたたとわなし」、「配置の森の住人と王
様」を集中的に取り上げ、さらに博士課程審査展示では、その集大成をみごとに成し遂げた。「round 




































                                                    
